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(Abstract)

A gravimetric survey was made in the Hakone caldera by means Of a Worden Master type

gravity meter from July to September 1969. The main purpose of the survey is to obtain infOrma‐

tion on the basement structure of the volcan。 . Gravity was measured at 312 stations whose eleva・

tions were determined by the precise maps of Hakone‐ Inachi on the scale of 1/3rЮ O,the accuracy of

the elevations was within o.3m. The gravity meter was several times standardized at the pendulum

station of Huziya Hotel,MiyanOshita,HakOne,Of which gravity value was 979.7231 gal.

The Bouguer anomalies were calculated as O.3086 mga1/m Of the vertical gradient of gravity

assuming the density of the earth above sea level was 2.30 gr/cC.

I)istribution Of the BOuguer anomalies was shown in Figure l and proved that a circular

form of gravity gradient was caused by the caldera.
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ま えが き

箱根大山の地質調査は非常にくわしく行なわれて来た。最近特に温泉くっさくのために沢山のボ

ーリングがなされ, これより多くの資料をf尋て箱根大山の地下構造,温度分布等がかなり解明され
て来た。 (久野1950,1951,大木他1968,1969)

温泉研究所においては昭和43年 WOrden重力計 ALIaster Ⅲ型を輸入し,重力調査より箱根大山の
地下構造調査とくに基11調査を実施することになった。

箱根大山およびその近傍の重力調査はI昭和 36年以降ll・ l土地理院 (1962), Jビ 毎道大学横山, 斉藤

(1964)に より約120点の測定が行なわれて来たが,今回:ま カルデラ内の3121焦を利iし く測定した。

測 定 方法

今回の調査を実施するにあたってまず,半iしい WOrden重力計 Master Ⅲ型,No.838の定数を

検定し,併せて測定精度を確認するために東京一柿岡「1の重力i員I定を行った。 その結果, 日盛定数
として0.009695が 得られた。製作会社の検定では0.00"05で あった。次に早川口の一等水準点(I-46)

と箱根官の下, 富士屋ホテル内の国際重力点の重力i貝1定をくりかえし精度の確認をした。 この測定
は,わずかに 1時間で約70mgalの 重力差が得られるので簡単な検定には便利である。

箱根大山カルデラ内の重力沢1定は, 昭和44年 7月 15日 から9月 2日 の12日 間に行なった。重力値

は富士屋ホテル内の国際重力点をJ:準にし,Loop methodで測定した値に沖1汐補正, ドリフト補正

をして求めた。基準点の重力値:ま ,

g==979.7231 gal, f==35ご 14.4′ , ス=139° 03.8′ ,  H==426.9m

である。

各測定点については,箱根町役場の1/3,000地図を使|||し て位置,標■iを求めた。沢1定点の標高を

決定するには,重力値において0.lmgal以 _Lの誤差を|:|さ :ない様に,標高精度を±30cmに なる地点

をえらんだ。

ヤ欠に BOuguer異常値を算出するために,ε g/∂z-0.3086mga1/mを 用いて,市i唆補正を行ない,

地形補正,BOuguer(プ ーゲー)補正では平均比重を2.30gr/ccと して計算した。地形補正は萩原の

方法 (萩原1962,1967)を用い,沢1定地域から20kmタトまでの地形標高を約 lkm毎に1/50,000の地形

図からよみとり,電子計算機に入れてltめた。標準重力値:ま国際標準式を用いた。

この様にして得られた BOuguer異常の分布を図 1に示した。 黒丸は今回新しく訊1定した地点,
自丸は国土地理院,1ヒ海道大学の測定値に地形補正した地点である。

J察とまとめ

重力調査より箱根大山のカルデラの構造を論じた報告は, すでに北海道大学横山教授 により出さ

れている (横山1969)。 そしてその概要は次の様なものである。
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箱根新期カルデラによる質量久損を4.l X 109tOn L計 算し,周囲上の密度差を0.3gr/ccと 仮定した

場合のカルデラ底堆積物の体積を13.6km3と した。これよリカルデラの形を推定すると直径 8kmの

逆円錐が中央火日丘の一つである神山の下にあり,一番i朱い所は20mと なる。

今後箱根大山の本気, 温泉を研究するためには更に細部の調査が必要であり,特に基盤の位置,
形,人の詳細が物理探査によって求めなければならない。 そのための第一歩として今回重力調査を実
施した。図 1の プーゲー異常分布図と図 2に示した地質略図(久野1952)を比較すると次の様なこと

がわかる。

(1)箱根古期および新期カルデラの形がかなり明瞭となった。図 2の (OS)の線は現在の地形から

みた古期タト輪山の稜線であり,(YS)の 線が新期外輪山の稜線である。
(2)7つの中央人口丘 (小塚山,台ケ岳,神山,陣笠山,駒ケ岳,上二子, 下二子)の所には低異
常が認られる。

(3)カ ルデラの基盤である湯ケ島層 (M2),お よび早川凝灰角礫岩層 (T2),天昭山玄武岩類 (B2)

の地域は明らかに高異常がみられる。

今後中央大口丘の神山,駒ケ缶, 二子山およびカルデラの外側に測定点をふやす予定である。 又
平均比重を2.30gr/ccと 仮定したが,これが最適であるかどうか更に検討を加えてから基盤の深さ,

形等について量的な考察を進めたい。
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図 1 箱根火山のプーゲー異常分布 (単位ミリガル)

●温泉研究所沢I定点

○国土地理院,1日毎道大学の,11定点
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図 2箱 根 火 山 地 質 略 図 (久里予による)
OS:古期外Ⅲl山のf菱繰
YS:新期外輪山の俊線
1`2:i男 オ島彙i

T2:早 lII凝灰角礫岩層
B2:天昭山玄武岩類
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